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Dhadeki-Salhapurの「職業caste」
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族擁成を記述する。8の中間jatlを．「jatエの職業につく」．，ことを基準に3群に分類した。

室稿では，「jatlの職業につく」は「定期的に一定量の穀物（‘an菖j’）をうけとる特定の雇用
（これも‘anaj’｛21とよぶ）、に従うこと」を意味する。．3群はそれぞれ，（1）そのjatlの全　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　A　　「

世帯がそのjati．の職業につく「anaj　jati群」，（五）そのj互tiのなかに」議t1の職業につく世帯

のある「部分的an議j　jat1群」，（皿）jatlの職業に全くつかない・「非鋤aj　jat1群」である6

casteの記述はもちろん，次稿で扱う予定のBrahmin・被蓬別casteの記述に比べても黎

例が少ない。本稿の内容が通説と異なるとすれば，Dlladeki・S五1h且P眞rの当該身分群の様

態が北イソド農村の中間jatiとして常軌を逸脱しているか，または通説が北イソ・ド農村の

中間、jatl．の実態とは無閑係に構築されている結果だろう6　　　　　　　　－　　．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
黶@　　　　　　　　　　　　　　　　　　て1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　’

jhatt董”　　　　　　　　　　　　　　　…　●　■
fKh購iは現在も，‘おそらく過去も，　j議tiの職業関係の収入が最も多い，at1である』

Kh購i．のa亘al取得の根拠は，畏業経営者め農具，乏ぐに経営の象搬である黎（haD一め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・C理と考えられでいる。’この他に幾業労働者を含めた農作業する住民が用いる各種の農具を

修理して個別に支払いを受ける。ただし，特に重要なraai収穫時の鎌と’ぎ（佐々木，1986：

P43）はanajの一部だった（3）。農業労働需要が最高潮に達するrabi収穫期（佐々木，1985：

P15）．にはKha体の鎌とぎ作業も最高潮に達したから，農業労働』に従事できなかった。

Rabi収穫期以外にも，農業労働に．従事する経済的必要はなかった。家（ghar）に隣接した

　　　　　　　　　　　　，d事場（duklEil）にフィゴ，（dhoklkhi）をおき，各種用具の鉄製部分を修理するKhatti　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　■

のブイーゴは小さくて簡単な修理しかできないので，急いで大型修理をする時には隣村の

Loh亘r｛心の所にもっていく。Kha姫にはできなくても，急がない大型修理は一B画g11のくる

のをまつ（佐看木，1983：p81）。、　　　　　．

Jatの6つの1se宮mental　lheage（khand…血のpatti）に対応する6世帯の営業する

Kha顛は系譜的・anal関係を有するDhadeki唯一のlatiである。ただし，」乱のみにサー

ビスするのではなく，Brahmin・Chamar・Ghossiの耕作世帯（各1世帯計3世帯）が顧客

に加わるb耕作世帯は1fa呂siI（半年）毎鷺anal（rabiには小麦20kg，　kharifには米20kg）

！を特定的関係にあるKha麺に与える。例えばKha㌻㌻iのBaharasi（「利口者」の意）は黎

『（hal）など役畜力を利用する農具の修理を根拠として，7人の襲業経営者から総計280kgの
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anajをうけとる。同人の8人家族の年間穀物消費量は1，200kg前後だから，孤ajは最低限

の生活に必要な現物取入璽極く一部をしめるにすぎない（5）が，家族規模が小さかった（たと

えば4～5人）前近代期にはanaj，小農具修理に多少の副収入を加えれば生活は容易だった

とみられる。今世紀はじめまでは1樹木（S吾i，sish且m）の伐採｛帥が副収入として重要だった

らしい。Jatの所有する樹木を切ったみかえりにKh礁iは燃料用原材をえ（吃建築用・木
工用材となる主要部分はJ就が入手し売却したとみられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

1くha姫には相互の関係をたどりえない3家系がある。家系A（3　anal単位）は住民登録

上は3pari噸rだが，聴取では共通のgharに住む｛8）。家系B（1　al1自j単位）は男性のみか

’らなり，2pariΨar・1　ghar’からなる（の。家系C（2　an且」、単位）はpariv且r　69harと・も・2つ

である。4つのgharの構成は，解体した基礎家族に同居者の加わったもの1童基礎家族型1，

同居者の加わった一世代二夫婦型1，同居者の加わった二世代二夫婦型1，である。1（hatti

の住居群はもともとabadiの南端にあったが，先行して世帯数の増加したJatがabadiの

周囲に家をつくっためで，Kha鉾iρgharは敷地を広げられず，狭い旧abad1の中に封入

られて家族構成が複雑化する一方，duk盃nをgharから離れた地点に設けざるをえなかっ

允6Jatiの職業が農業経営に木可欠で，安定的需要の多い⑳Kha㌻口は，職業jatlの特殊

　　　　　　　　　　　　　　　　〒占痰ﾅあるといっても過言ではない。

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　．

K血㎡h五r

Kumharのlat1職業は土器作りと・される。特定の池の土器原料土’（pitt1）を鍬で掘り上

げ，紐をあんだモッコ（behのに入れてかついで⑳作業場（dukan）に搬入する。原料土を

鎌で適当な大きさに切り，duk護nの前の小屋ρ中において乾燥度を調整してから，砂をま

ぜて足でふみつけ，良質の砂をまぜて石板の上でさらによくねる。Dukanの床にうめた軸

（地上10cm）を中心にまわす四直径120cm，厚さ15cmの木製手廻しロクロ（chakk）・の上
で成形す、る。成形土器をある程度乾かしてから，止器片（pinda）を内側からあて力謡仰，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

外側から木のこて（tappa）でおして胴を修正する。底に皿をあて，μ鱒hukkaをたたくよ

うにおしつけて内部気圧を急にあげて整形し，もう一度乾燥させたあと，同じ作業を繰り返

す。半乾燥状態の‡器に女性が模様（口縁部中心の同心円状の白色・赤色の幾可文様）．を書

くζと．もある。　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

充分乾燥させた土器がたまるとawa（またはawa；直径約6mの凹地）に運び，土器と

土器の間にuplaをはさみながら，中央部に円筒状の垂直孔を残した円錐台形につみあげ，

雌後に円錐台の周囲に、uplaをたてかけて蓑面を牛糞でぬりこめ，中央部の垂直孔にヲくをお

とす坑焼成中は一人が棒をもつて燃え具合を調整する。焼き終るとくずしでduk5nに運

ぷ。主として収穫期直後に年計61回以上，需要に応じて3つのdukanの土器を一緒に焼く。

製品を直ぐに引き渡し，anajも同時に支払う。土器は，購入量に差はあるが支配caste・

農業労働者を問わない必需品なので1：Kumh激の取り引きは；『ほぼ全村に分布する。・さら

に隣村にはKumh証がいないので，　Dhadek1．・の岬Kumhar，が土器を供給する。’つまり

DhadekiのKumhar・の供給先は多く，同じ村の’Jatに依存する程度は弱い。

Kumharのa血議」は1fassil・1世帯あたり2卓ar玉（小さな籠二折）で，　Dlladekl全体が

Kumharに支払う穀物は1，700kgと推算される。　Kumh爵の現在の人口では年間穀物消費

量1ま4．000kg以上に達する㈹が，家族規模が小忠ければ必要主食糧の少なぐと’も半分を．anaj
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で補給できたとみられる。各fass三1のaロajはその期に土器を買った者がその土器を売った

Kumharに渡すが，支払い者とKum肱rとの関係はfassilごとに変わる。具体的には買

い手がduk勘にやってきて声をかけ，三軒のうちで返答のあった一軒のgharからその

fassilの間は購入する。この方法では，三世帯間で一時的な収入不均衡が生じやすいが，作

業は協同なので，村外からの収入も合わせて，三世帯が調整する。

各世帯は一頭つつ馬をかっている㈹。小都市の市場・Kum焔rのいない隣村に製品を運

ぶ｛功のにも用いるが，一般の運搬に貸し出す，または1（umh5r自身が運輸業に従事するこ

ともある佃。他村の報告例では馬・ロバを貸し出して，副収入をえた個。伝統的には的，

rabi収穫期の穀物運搬が土器製作とセットになった面準j甜職業であり，近代的運搬手段

のなかった時期にはKumharの役畜が重要だったろう．。牛荷車は効率が悪く（佐々木，19

84：p2の，黎をひかせる時には運搬に使用できなかったから，他役畜の利用価値は大ぎか

った。とくにrabi収獲期後には短期間に大量の収穫物を都市に搬入する必要があったから，

‡器生産による収入不足をこの収入で補えたろう。土器製作過程の後半に女性の作業（絵か

き・燃料あつめ・顧客への製品分配など）が多いことも，土器製作が男性から女性にリレー

され，．冬期後半から男性が運搬業に主力を投ずる分業慣行があったことを示唆するのかもし

れない。Kum嫡rがrabi収穫労働に参加しないのは，現に充分な収入があって濃業労働の

必要がないことの他に，この時期に刈り取り労働に投入すぺき遊休労働力が伝統的に不足し

がちだったことにも起因するのだろう。

Kumharは相互に関係をたどりえない3家系からなり，3家系が各一parivar・gharを

なし切，jatlの職業収入を3世帯が均等分割する。　Kumharの住居群も旧abadlの南端に

位置する。Anajの契約・支払い方法から，共通したdukan（作業場）・各世帯の個別dukah

（支払いをうける場所）・ghar（各世帯）の三部分からなる集住的居住をとる6　Kumhar

にも親族組織とよぶべきものはない。　　　　　　　　　　　　　　　　’一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫
oh6bi　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

・Dh5biゆが洗うのはdotai・chadaI（佐々木，・1984：pユ5）・d且r1（小型綿敷布）・kh6s

℃（厚綿敷布）・pagr1（ターバン）などの大型布が中心で，「洗濯caste」とよぶのはややあ

いまいな表現である脚。農繁期でも上記以外の品はDhδbiに出さないので，　Dh6biが多忙
になることはない酋。，Ghafの一隅に洗濯用のbatti（がまど）をりく’り，中庭から燃料を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　●

入れて煮出して洗う’こともあるが，主どして．abadi外に出て，水で洗濯する。所有者別に

ふろしきにつつんだ洗濯物を馬にのせ，水辺一（Dhadek1．では運河）に行って一家総出で作

業する。水につけた布を板（lstri：s七H．「アイロ1ソ」）にのせreh（洗濯用粘土）をふく．ま

せ棒でたたき，水につけて板にたたきうけてから，人間ごと水に入oてゆすぐ。ゆすいだま

ま水のなかにいる夫が一端をもち，岸にいる妻が他端をもうてしぼる。夫がたたき洗いに戻

ると，婁はしぼつた布を干し場て低木の枝を利用する）にもつていき，、子供とr緒に布をひ

ろげる。作業は朝β時から午後4時頃までつづく』　　　　　　　　　　！一’

Dh6bi．も洗濯物をはこぶ馬を飼っている。この馬でkaccha’1可原料のgaraを運ぶの

がDh6b1の重要な副収入源だうた鮒。11・　　　　　　　L　　　　　　　．．　〒　’

DhadeklめDh石bi，は相互の関係をたどれない2家系2世帯（parivar・ghar）よりなる。

以前いたDh6biは伝染病流行時に全滅し，現2世帯はその後の移住による。一方の世帯
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（一世代二夫婦家族）は全Brahmi且と2世帯を除く全頂tの洗濯をうけおう。　A蘭jは

1fassilに6darl，総計1，500～2，000kgで，これのみで生活できる。もう一つの世帯（基礎

家族）はDhadekiのJat　2世帯と他村の2世帯計4世帯からanalをうけとるのみで，実

質的には農業労働者である。DhObiにも親族組織は存在しない。

（H）

Julhai

Julhaiのj且t1職業は織布とされるが，　Dh記ek1では大部分が農業労働者である。・

Jat！職業による収入のある二世帯は，ほぐした古綿からつむいだ糸で厚布をつくるように

依頼する世帯から，3ケ月以内の製品化を条件に，約1．3kgのanalをうけとる。単位量は

小さいが，Dhadeki以外の村の人々との間にも1anaj闘係があるので，穀物量；労働量とも
総計は大きく，成人男性の労働時間の約半分はan旬関係の注文織布にあてられる。成人男　　　　　　　　　　　　　　　㌧

ｫは労働時間の残り半分を町の小土揚で働き，主要な収入をえる。粗綿を渡されればJulhai

の女性が紡ぎ，糸を渡されれば鋤洗ってから，機（karga）で男性がおる。1枚のdotalを

おるのに8人日を要し，準備作業に一家の労働力を総動員し，成人男性は村にいる半月間を

使って，一ケ月に大型布6枚をつくるが，女性労働力は余り気味である僻。ただし，rabi収

穫労働に参加して現物賃金をえるから収入が絶対的に不足することはない。・

機織りとセットになった準jati職業は綿花・綿糸の集荷㌦運搬，町の工場での機織など

だったとみられる。前近代的生産としては例外的な市場規模にまで発展した近世イソドの木

棉生産も，無数の小経営の集積であり」Julhaiはその各段階に参加するjat1だったのだろ

う。Julhaiが住民の大部分をしめる村では木棉作を経営の一部に含む「農民」，一般的に．は

棉花生産者であるよりは，村落で生産される棉花・綿糸の都市搬入者，都市手工業の機織労

働者であり，村内の他のcasteの生産する棉花の零細紡績，村内の他のcasteが手作りす

る綿糸の集荷などの木綿生産の多様な局面に参加するのが，Julhaiの本来のjati職業で，

「機織り」はその象徴的蓑現だったとみるべきだろう。村内他casteの古綿再生糸の集荷・

織布を主とする現在の活動への縮小は，近代木棉工業による在来木棉手工業の崩壊の結果だ

ろう。

Julhaiには4家系がある。家系Aは5parivar・7ghar，家系Bは3parivar・6ghar，

家系C・Dは各1parivar・gharからなり，旧．　abadi内にgharのない（つまり居住歴の

短かい）C・Dの二世帯のみがjatlの職業につく。　　　　　　　一

Julhaiの住居群は三つある。第一の住居群凶は他の2住居群が基礎家族のみからなるの

に対し，基礎家族は1で他は複雑な構成をとる脚。居住単位が複雑なのはjoint　family志

向によるのではなく自o，敷地の周囲をJatに囲まれて狭い空間にとじこめられているから

である。旧abad工内にはgharが密集し，　ghar間を仕切る建造物がないから，同一家糸の

複数のgharが出入り口が一つしかない袋小路に封入されていれば’‘loiht　familゾ的外観

を呈する。第一の住居群では，’2つの（少なくとも現在では親・姻族関係の不明な）日家系群

に属する複数の基礎家族単位が狭い空間におしこめられて「非血縁的なjoint　fa皿ily」の恰

好になっているにすぎない。残りの二つの住居群は旧aba面の外側にある。第二の住居群

はjatiの職業をしている家系C・Dの二家族よりなる。、
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旧abadiの東端をなす溜池をこえた地点にある中間j醐の住居密集地区の一隅にある第

三の住居群には7つの基礎家族が住む。住居が密集する上に二家族が家畜をかっているので

生活環境は著しく非衛生的である。二家族を除くと，一室間取りのgharが共通の中庭を囲

み，各gharの入り口にchapParをたてかけ，中にはcharpaiをおいて子供達と老人が日

中を過す。この5世帯は，住民登録のあった1960年頃には村内に住まず，1965年以降労働者

としてDhadek1に戻ってきた人々である軌彼等は，都市の失業率の変動にあわせて，村

と町の間を移動する周辺的な人口で，筆者の調査時にたまたま在村していたにすぎない。

A・B家系の家族数（6～7）に比べてC・D家系の家族数｛1）が著しく少ないこと，およ

びA・Bのgharが旧abadl内にもあるのに対してC・Dのgharが旧abad1外にしかな

いことの二つから，C・DはA・Bに比べて居住歴が短かいとみられる。特に注目すぺきな

のは，jati職業に従事するのがC・Dの二世帯に限られる点である。在村世代数がふえるほ

ど海i職業従事率が低下して，農業労働者化する傾向は，jatlの職業が超世代的に維持され

たとみる‘jajm翫1’の考え方と矛盾する。　Jaj　maniのjat五職業継承の存在を認あて堤業労

働者化を近代的現象とみるか，前近代にも農業労働者化がおこりやすく，jatl職業の継承が

とぎれ，かつ」亘tl職業の需要があれば，村外から新しいその」醐の世帯が移住したとみる

か，については手がかりが余りに少ない倒。ただし，rabi収穫期には，ほとんど全部の，益tユ

が農業労働に参加し，Julhaiも例外ではなかったから，　jat1の職業と農業労働が絶えず複合

した状態だったことは確実である。

N前
Na1のjatl職業は「床屋」とされ，　Dhadek五のNarもかっては約40人の∫atの整髪等倒

により，．総計200kgのanalを半年毎にうけとった自9。現物収入は標準的規模の一世帯の年

間消費量より少ないが，rabi収穫期の労賃および雑多な収入があったから，　N菰が一家族だ

けだった今世紀半ばまでは経済的困難はなかったとみられる。一般的には顧客数が一定数よ

り少ないと床屋業は成立しない。前述の約40名がNa1，一世帯の専業条件とすれば，∫酢の

世帯数がこの水準に達するのは1800年以降だから，この時期前後まではN酊は「床屋的」

でなかったと考えざるをえない。北イソド農村によくみられるj亘tlのなかで，　N菰のj互tI

職業（床屋）の収入寄与率はChamarを除けば最も低く鮒，生計の大部分を床屋以外の収

入によらざるをえなかった。農村内では他に生活手段がないから，実質的にはkharifの零

細耕作者，rabiの（収穫期）労働者だったと考えざるをえない切。一般にNaiの伝統的副

収入は，仲人役（婚約・結婚の相談相手，伝達役：佐々木，1981a：p．298）・社交的補助（宴

会の調理・接待，外出のお伴）に対する支払いだったとされる6たしかに，Nai・N設inは支

配casteのgh6r・gharに．比較的自由に出入りし，村内外の仲介（Alavi，1972：P．14）を

したが，この収入は不定期だったから安定した収入をもたらしたとは考えられない。

Dhadek1のNaiは単一家系からなり，今世紀半ばまでは単一家族だった。現在では4

pariv巨轡が登録されているが，　gl16r・gharとも単一である鮒。七封入型の拡大家族がある

だけで，特醇親族組織はない。

Na1が類似する経済基盤をもつ他の職業jat1と異なるのはその儀礼性（Sharma，　K．　N・

1961：P・152）である。Naiは北イソド農村の支配casteの通過儀礼のほとんど全部に積極

的役割を果たした鱒ばかりでなく，Shaman的機能の報告例すらある㈲。通過儀礼の役割は



ヱ6

現在では、Brahn1圭ロに置換されていて，近代化の過程でNai・Brahminが儀礼的機能上競　　　　　　　　　　　　　　　「

合関係にあったことが知られる幽。、、Nalの儀礼的機能が明らかに先行し，　Brahminが積極

的機能をもつようになるのは，近代を大きく遡らない時期からではないかと考えられる暁

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

（皿）　　　　　　　　　　　・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西ii皿war　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　、

JinwarはKaharともよばれる鱒。男性の」甜職業とされるカゴつく’りには余業的色彩

が強い。湿気が高く，’自由に採染・1した原料（kanachi‘£f・佐々木，1986・：PP・43・44）の折れ

にくい降雨期に，，小型の．婁ok：1（半径60cm，1時間人）・大型の』 nokra，（半径1m弱，2．5

時間人）．をつく’る甲6需要またはJinwarの現金の必要性に応じて作るので作業量は一定せ

ず，多くつく．った時には町にも出荷する。あむ時間だけなら農業労働より有利だが，・採集碗
準備に時間を要するので，他の就業の機会の少ない人がすることが多い。8月に氷のきれい　　　　　　　　　　　　　　　、

ﾈいくつかの池にひし（singhara＞の種をまき，10～2月に収穫して町や村にうる。高偵で

取り引きされる上に年4回とれるので男性の有力な副収入源である。

1930年代までは水運び・食器の掃除㈹・輿担ぎ㈲が重要なjat工職業だったが現在では消

減した。山水運び三女性が従事した幽食器掃除がanaゴ（一世帯あた1り半年に10～15kg）の主

要支払い対象で，anaj収入だけで一世帯が充分生活でき九。しかしこの作業は，他のjatエ

が兼務することのある雑業で，JinwarのJ三nwarたる所以は余業的カゴつくりにあった。

なお，他の職業jatiと同様にrabi収穫に参加して，大量の現物収入をえる。　　　　じ

DhadekrのJ圭nwarは3家系13　gharからなる倒。他の中間．jatIと同じくゼ主要居住区

は「abadiの南にあ’りm，道をはさんで旧abadi外にもひろがる占過密傾向にある他の職業

jatiのabad1．、内住居群と同じく，・Jinwarのabadl内家族の構成は大きい勧。旧abad工外

では世帯構成は小さい田。家系A‘Bは小さな親族集団の外観を呈するが世帯数増加は1930

年代以降の現象で晩、特に集団的な慣行はない。　　一　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－C　　　　　．

o面白菰n　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　・，、．ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

Gδsainば同居者の加わうた基礎家族1のみよりなるポ古いshibji　mandir（佐々木，1981

3p．304）、の建設時（1930年代）に寺の掃除を条件に若干の耕作権を与えられて入村したが，

もと為と利用機会のないmandirを掃除するほどの愚直さはないから，　mandir．は荒れるま

まになっでいる。宅地をふくめ一切の不動産を所有しない農業労働者だが，1hahdirの周り

を囲い込んで私有化している斡。・、　　・　　　　　一　　　　　、　．デl　I．　・
I　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　一＋　　1　　　　　　　、…　　　　1　　　　ヅ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　’國　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「．

Mu朋alm五n　I．・　、　　’　　．・　「」　　　　　　　凸1－』・　　　　一

』Dhadekτの住民はMdssalm鋤（イズラム・ムスリム）を1っめlat1とする6この：」甜

は4chalan（？＜’Ch証帥H．’「やり方・習慣」）にわかれる甲。　Tεh，　Hal6wai；Gho6島1γD且m

がいるが，gh¢rをもつGhossl一世帯（自作農）を除くと，すべてが農業労働者である。・

農業労働者に多い亜基礎家族・基礎家族的傾向（9／17）と職業jat1’型の封入型拡犬家族

（8／17）に分離する傾向がある。　　　　．一　　　　”、　・∵：　　　　ゼ　ー∴’1

Ch8置an　T司1田は2家系からなり、う、ち一世帯は近年までah巨j関係のない池halah’の職
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業（油搾り）をしていた働が，現在ではすべて農業労働者である。7gharからなり飴，　abadi、

内北西部のやや古い住居群（5ghar）と独立後abadi外北東にできた新しい住居群とがある。

両家系とも複数世帯からなるが，いずれも独立前後からの世帯増で，親族集団として特筆す、

ぺき現象はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　・

Chala皿Halowai（5・世帯）もTeli同様の労働者である鮒。一住畏登録のない近年の移住に

よる一世帯のみがchalanの職業を副業とする。自分の飼う水牛乳mを小都市で加工するが，

利益の大部分圃は町のdukandar（店主）にとられ手許に残るのはわずかである。

Chnlan　Ghog8τは2家系からなり，飼っている水牛の乳，またはJ蓋tから買った水牛の

乳を町の牛乳屋に売り，村内では主に農業労働に従う単独生活者・基礎家族・二世代二夫婦

家族がつくる典型的な封入拡大家族一世帯と，地主自作農の一世代複夫婦型一世帯がある。

　　　　一bh81an　Dロmは二家系3世帯勧よりなる。　Chala且の職業は「踊り手」だが，．実際には農

業労働者である。一一世帯は喧bad！の西端の池の外側で鶏をかって卵等を町にうって主収入

と1している。

この他にDhadekiに住んではいないが，通いのchalanにDarziがいる（佐汝木，1983：

P．79）。Mocch五（靴つ’く：り・靴なおし）もDhadeklに住まないが行商でやっでくる（訪’冨：

P．80）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

Jogl（乞食）働もDhadekiでb「行商」するCδゼ：P・81）。　Mistri（石工）樋もDhadekI

そ仕事をする（fうf4：p．50　h．34）。　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　ま　　と‘　め　　　　　　　　　　、F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　覧

　　　　　　　　　　　　ア　　Lw　　　　　　　　　　：♂　ド

このシリー一ズの1想6までで，Dh亘dekiの全生活のなかでの職業jatlの活動の役割が大

きくないことを理解できた。本稿ではさらに，　一・　　　　　　　　、　　．．　・

（i、）定期定量現物払い（a且aj）・のあるj再t1・でも，・一般｝ζranaj・だけでは生活が不能で，農

業労働と副業をくみ合わせる必要がある6’1卸　　　　　　’　　，」

（ii）Ana∫のない職業jatiは農業労働者である。　F　　　　’、　　　　1

（iii）Anajの有無にかかわらず，畑bi取穫期の労働による収入あ絶対量は1多かったく佐々木

　　　　　　　　　　　　　　　　　「奄№W5：p．15）。　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・一　　　　　’P

（iv）這代化ぬづ伽牒徽入が途絶碑la恥顔測逆に近代に勧筋ら釦｝こ
関係すると趣る収入が増大硫瀬もあ切難近代の一時期こjat噸業の収入ガ払時
　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲIに増えたjatiもあるなど；近代化炉」まti職業の意味を全面的に喪華させる1とほ断言しが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弓

　　　　　　　　　　　　　　　一一Lを練きる．・’　．　　　∫㌔淵』／
　　　　τ@　．　　　　　冒　’　　　　　　　　　　　　　　・　　　丸　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　L　　　　　　幽　　　　・　　　　L　　　・　　　－1

合わせる必要があり，職業jatiおホび駅稿で述べる被差別、cast号をとわず他収みとレて最

も重要なのはτabi収穫期の収入だっ角から蔓この論理を転倒させて，職業」醐がjatI職

業につくことになっているrabi収穫期動員用労働プールを形成していた〆と考えると北イ

シ．ド農村の構造をよく理解噸きる。　、　・写　　　　　”ゼ　　　　　・…
’國 ﾜた本稿の記述から，：住居敷地の限定されている状況：（または躯t11職業の経営上分割の
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ヱ8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

抑側される状況）で複夫婦家族が生じやすく，敷地に余裕があれば基礎家族構成へと傾く

一つまりjoiht　familyを選好する傾向のないことを指摘できるだろう。さらに，多くの

，atiが一家系あたり1・2世帯にとどまり，それ以上の世帯数をもつ家系の膨張は近年の急

増によるものにすぎず，親族組織とよぶべきものがみられないばかりでなく，前近代の少数

世帯jat1が何等かの原因によって村内から消減し，外部から補充されることもあった一一

つまり職業梅tτの各種サrビスが超憧代的に継承される人口史的条件がながったことも指

摘できる。　一　　　『

　　　　　1吹@　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

i1）職業j置ti’を“k巨mkar飛w記芭”とする文献もあるが，この語は単に「仕事をする連中」・を意味

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝ｷる一般用語なので採用しな、｛。J義tiはsubcaste（またはcaste）とi英訳されるが，本稿では訳籍
の与える不適当な印象を混入させないことを目的として，原語のまま表記する．なお多くの文献で　　　　　　　　　　　　　　㌦昌

ﾍこの語をj5t‘（sL　E‘caste’，‘subcaste’）と表記するが，筆者の調査した一帯では［j会：ti：］と

発音し，自a：ti］とは言わないので，．そのまま」毒ti，と表記した。．

たので，実際に使用していたan議」を採用した．
（3）、大面積のrabi畑を短期間に収穫する必要く佐々木，1985：p．15）から，・鎌の刃がこぼれ収穫作業　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

@　の途中でとぐ必要が生じるので，Kha頃がa皿暴j関係｝こある多数の経営者の畑の闘を動いて修理す

る方式をとるから，多忙で個別の支払いをうける時間はない。

（4）Loh義rは設備の本格的な鍛治屋の」耳セiであるが，　an肖の義務はDhadekiのKhattiとほぼ同

様である。Kha‡tiと同様にj吾ti職業入の就業率が高く従審する日数も多い（Reddy，1955：p．133）。

Punlabでは電動小工場を農村内で経営する例もあり，近代化に積極的に対応し，仕事猛は増加傾

・　一向にある。　　　　・一　　　　　　　…・　　　r7’

（5）現在では家具等の木工で収入の大部分をえる。木工だけでao乞j・農具修理を全くしないものもい

いる』小都市で材木をかい，、扉1（10人日）。簡単な机て3天日）・窓枠（2人日）をつく一り，1村民に

売り，余裕があれば小都市の市場に出す。手斧（basorめ争小鋸（訂i）・ドリル，（barw旬などの簡

単な道具を用いる。家具・窓枠の需要は，家屋の焼成レソガ化によって生じた近代的現象である。

く6）現在でも錆ついた大鋸（誰の，が其hat録の帥arに残るが・大鋸（二人びき、1分あたり直窪

1cmをひく）は近代的工場の生産品なので，英領化される前には斧を用いたのだろう。現在では

（7）一部眼炭して（ヨ・d6・－P。w・11・’1972…μ16，・，1）」也｝埼木として都市市場瞬却して圭要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　な副収入にしてぴだど考兇ると，近世都市の燃料需給を考えやずい。　　　　　　　　一　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　ri8）以下parivarを住民登録上の世帯・gharを家族の意味で用いる。家系Aの；人り兄弟1ま別々め

三つのd・k・・鉢工・鶴を修酎碓輝の長男と翠夫鰍姻動P噸謡y聰鍾
させる）・三碧夫婦と三兄弟め父の弟（ch且ch葡とが，それぞれ一つの居住単位をなし，三っの居

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　「Z単位が一つのgharを形成する（佐為木，1984：づ．19）。　・・

く9）次世代て｝は消滅すち。殆んど仕瑛をしない一人が自分を単独生活のpari悟f・と申告じたため。：

←一’ ｱの家系の三人はghar・duk互n－」つに対応する。　　　　　　　　　．　　　　　　　　．．

（10）19C中は村木伐採による圓収入と耕地拡大による農具修理量の増大，20Cには甘薦1ガ小麦等の集

約的栽培による農具修理量の増大と焼成レソガ家屋化に1よる木工収入の増大があって，：Kh鱒1の
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」互ti職業は継続的「好運」に恵まれ，例外的に就業率が商い。

（11）　完成品を迎ぶの｝こ用いる畜力は原料土運搬に利用しない。

（12）へり近くの穴に捧をいれてまわす。

（13）裏は乾いていないので，pindaに砂をつける。

・（14）製品価格の70％はupl直の購入にあてられる．隣村匿出す土器の燃料には隣村のGhos…盛（イス

ラムの牛飼いj薮ti）のupl盃を確保してある。

（15）不足分は他村・小都市への土器売却で補なう。

（16）重要な財産でもある馬は20～25頭を村民が所有するが，J盃tの持ち馬は村外｝こ貸し出しているの

で，村にいるのはKumh翫とDhδb1の計4頭のみである．作物をたべる牛・水牛とは異なり，馬

には道端。水路堤の雑草を食べさせるので，耕地のない職業j且tiでも飼いやすい。近年普及した

barsimの畑に馬の堆肥を入れるのと引きかえに収穫の1／8を入手して半年分の飼料にあてる例も

ある。

（17）隣村だけでDh記ekiの2倍の土難を出荷するので，ニケ村からの穀物収入は年間消典料の1．5
倍に達する。町の市場への土留売却代金を加えると，子弟を教育して，都市的雇用に従わせること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

もできる。Kumh激の土盟生産が近代に増大したと考えるのは，」轟t蓋職業が近代化により低調に

なるとの通説とは矛盾する。金属容器の近代的普及が土器生産を急減させた（Opler，1959：P．

131）とみることもあるが・金属器の使用開始時期は通謙で予想するのよりも早く・斌5・hukk互を

除けば，近代的変化は土器使用をとくに蚕食していない（佐々木，1984：P．17）。また圭器類を常

用食器以外に用いるのは稀ではなく，とくに大型容器は現在でもほとんど全部炉土器であって，使

用状況からは需要が急減したとは感じられなかった。むしろ，近代の緩慢ではあるが，確契な生活

水準の上昇により，とくに大型容舞の需要が増大し，手近なKumh訂の供給量が増大したとみる
のが自然である。土器に限らず，前近代的需給構造のなかに近代的生産が突然出現する事態は想定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

しにぐく，需要全体が徐々に増大して近代的生産がなり立つ前段階が必ず存在し，北イソド農村の

ある極の鋸要はこの前段階で」且ti職業に供給源を求めると考えられる6　KuI油激がjaロ特有の

Durga　pulaをする（Freed＆Freed4964；・p・83）のも・ζの祭礼の北イソド普及期とKumh五r
の経済的上昇期の一致（19C後半以降）から，近代的珊象とみるざきであウ，非支配cast色の宗激　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼ

運動をKumharが指導する例（Guπ｝perπ・．1958：P680）も同断だろう。

（18）Dh互dekiでは土蕃製造のみで充分な収入があるので運輸は重要ではない。

（19）．An5j・店頭阪売の実態はDh記ek三と大差がない。馬の飼葉をan吾jで受けとることもある

（Freed，1963：p．41，工ewis　and　Bamouw，1956：p．、71）。『

（2の　現在では重要の多い重量物である焼成レソガを運ぶことが多い。　　　　　　　　　　，

（21）穀物移動の少なく，湿度の高くない冬期に土器を焼くのは，一税のtime　division，である。

（22）基礎家族，同居者のいる二世代二夫婦家族，同居者のいる二世代三夫婦家族6　・

（23）被差別またはイスラムのDh砧iもいるが，　Dh記ekiでは葬差別・非イスラムである。

（24）Kult互・kultIなどの通常衣類もDhObiが洗うことがある。しかし，・小型の洗濯は各自が入浴時
．’ i佐々木ヤ1984：P．16＞に自分で洗う。，とくに下着（kacch互）は着衣のまま水裕して水を通し，必

要があれば洗って；、干すのが普通である。Dh石biがとく江汚れた衣類を洗うから，地域により被差

別になる，と考えるのは不正確であろう。

・（25）夏期には発汗・砂嵐・雨から仕事量が若干ふえる。　　　　　　　　　一

（26）　粘土・どウを特セこ強調する（Sharma，！H．　R，1971：P．173）のは洗濯用粘土採集と関連するから

だろう。繁忙を極めたrab…収穫期後にも収穫物を運んだとみてよいだろう。Dh記ekiでは重要

ではないがi小都市間の馬車車夫が』Dh6biであることが多いので，．Kuヤnh酢と同様匿Dhうbiで

も運輸業は重要である。小都市での通勤洗濯業（Sh証ma，　K　N；，、1961：P．153）も重要な副業で
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ある。

（27）依頼する（J酢の）女性は出入りのBh即g1（被差別caste）の女性に渡し，　Bhang1の女性が

Julhaiの女性に手渡たす。

（28）Ju止aiのj且ti職業は北イソドの他の農村でもほぼこの程度で（Eglar，1960PP・35，179，　N欲h，

VL，・1965：μ745），」計i職業だけで生活できたとは考えられない。織布の副業性は毅村手工巣の近代

的没落の結果ではなく，幾村手工業没蕗説にもとついて手工業の再生をはか？たGandhi　Asram

等の運動によって，Julhaiの村内生産は現代になってむしろ増大しているのではないかと考える

・研究者もいる（Prad飴n，19663’p．38）。　　　　　　　　　　　　・　　　・　，

．（29）家系Aの3世帯，・Bの2世帯からなる。佐々木，1984：p．18．1の実測図の住居を含む。1

（30）同居者の痛わった基礎家族士，同居者の加わった二世代二夫婦宏族1ガ同居者の加わらだ一世代

二夫婦家族1，二世代二夫婦家族か’ら繁二世代既婚男性の欠如した巡の1♂…
（31）他の住居群にみられるように，敷地があれば基礎家族単位で生活しようとする志向を認め’るべき　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　u

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圃E（32）聴取によればJu1ムaiの家族叢は21だが1住居登録家族数ぽ10，1973～75に確認できたgharは

・　15「ゼダ他の6世帯は村外に居住していた。　　　　　r　　　　　　　　　　　　　一

〈33）　設備を要するjati職業（およびセヅトにな6た副業）を荷等かの事情でつづけられなくなって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壱熏ﾝ村しつづけるとすれば農業労働者化以外に選択はない。J巨ti職業・・副業の需要が大きくなけれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ば，二人の兄弟が均等分郵原則に従って経営を割ると，双方とも経営赤行き詰うて労働者化する危

一1ド険が大きい。それまでの経営が行き詰っても，・モのj註tゴ職業。副業への需要自体は残るが，一度

労働者化すると職業的設備を回復するのは困難だから，労働者化；した職業jatiの住民ばそのまま

にして，外部から需要を満たすべく営業中の職業’j巨tiが入村する。古「くからPh記ekiにいた

rJulh謡の労働者化1とはジ木綿工業の近代化による影響が大きいだろうが，類似あ現象1まいつでも

”　お＋こり売た。設備型の職業」甜ほどこの下降現象が明瞭になりやすいのだちう。農業労働者化し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噛ﾅ’も安定した雇用関係がないゐで，村外に流出しやすかったどみられる。流出先が襲村部ならばや

帆　ほり農業労働者化するtかなかったろう。この下降人口が農業労働者被差別卜cast6の人ロ’の社会的

’　　供給源だつたのかもしれない‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　1　　「

（34）一日おきの男性の整髪・ひげそり（男性N猷による），女性の洗髪後の髪結いそ女性Naihiによ

る）。　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　・一、

．（35）現在では一人だけが顧客数の不安定な床屋をanaj‘払いでやるのみで，他は学校の先生p事務員

および展業労働者になっている。村内での床屋のサービスは，、町でも営業している隣村のN且iが

半年に一世帯あたり5kgの米（ま」ヒは小麦または粗糖）を受けとって担当する。　Jat’の言によれ・

ば，2am短darl　abolitio皿に・よウ，N五iがri％殖でなくなってがら，　N五i，自らが従属的床屋業から

転職し，村外のN罰が入るようになり∫・その間には支払い側の」且t個人とN五iの個別的関係の悪

化もあったという。’客観的には，独立後，支配casteが町の床屋にいくようにな’って，　Naiの

らaロ互jのシ‘』アが絶対的匿縮小したのが原因だろう．　・、　　　　　1　・鵡・’・ロ、1’　，1

’（36），・その世帯が．j五ti職業に就業している場合に，．その世帯の全収入にしめる：ja恒職業による収入の

．，．．比率が低かった。J瓢ti．内には，」議tL職業に就業しない世帯があるからボ」議t1二の全世帯の全収入にし

める比率はもっと小さくなる。Gould，1958：P．434参照。　　．1．・；、、、∴，・：～．語い1t．

（37）Kharif耕作には役畜・大型農具が不必要だから耕作者たり．うる。：Rabi’耕作は資本がいるか．ら

i困雌だが…収穫に参加すれば充分な現物収入が入る6N菰人口が全体㊥；／7近野卒例（C坤ttopa｛竃与・

．、

D．yay，㌃1970　t　p・222）では，「農民」以外Q何物でもあウえな恥距ろう。　N証塔躰儀塾L的機能が強く，

’㍉皮配，o麟e，．としては熟世帯は必要だったが，，その臼世帯の床屋専業化も歴史的セ季は困難で実際に

．、．、1は農民二・農業労働者だヴたと考えられる。玩．　　．、、、　　　　　　　　　．，、・…1　．．、
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て39）　基礎家族2，同居者の加わった基礎家族1，’同居渚の加わった二世代二夫婦家族1ポL

（39）G驚rは離村したJin幅rのgharをかえたものである。

（40）結婚の仲人・伝達役f披露宴の料理等の手伝い（Mathur，1968書店261），新生児とその母親の

最初の外出のお伴（Arya，1966：P．112），火葬場への同行など。

（41）Sahay，1961：p．181。　Bhangiと同機能の報告例セある。’

（42）’Bゴah！hihめいないPakistan　P面jabでほN薮iが祭礼め料理を担当する（Eglar，1960：P．40）。

北イソドのHi血d温農村でも独立直後にはN註1をBrahminより優遇した例がある¢ヒwis，1956

：P．71）o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

（43）　たとえば18Cごろう・らとみ．てもよい。　KausikT（拍76）はVa皿arasiの葬礼システム（Kaus1k，

1976ゴp．28白）・の記述でNaiとBrahl畑n’が相似的位置にあるとするが，別の記述（ibid：P．269）

からは、N且iが参加していた葬礼にBrahminが「割り込んだ」i過程がう1かがえあ。　Vanaras：の
　　　¶　　　暫
arahminは金融業から宗教活動へと進出したとみられ（Misfa，1975：p．97），北イソド農村でも

この進出と大きく隔たらない時期に，’ �i・接待をうけるだけの受動的宗教人としでの’fakir型

・　ぢrahmi血から，多少の穣極的機能をもつBrahminへめ変化がはじまり，N議iの儀礼的機能を蚕

食していったと考えるのが正確らしい。

（44）地域によっては被差別であるが，一般には差別されない（Freed，1963：P．99）。

（45）Dh記ekiでつかうカゴの一部のみをJi口雨arがつぐる（佐々木，1986：P．44）。

（46）水運び・食器の掃除は，J爵の女性がpurdahにより外出しにくかったのでJinwarに任せてい

・　たがジJat・’のgharの中庭にポγプをおいで，」猷女性が1purdahを守りつつ作業できるようにな

ってすたれた。

・（47）、・：近代的交通手段，¶と．く・にや0991の普及によりすたれた。4930年代以降の男性の主要収入源は，

このj甜を優先的に雇用する粗糖加工の甘蕪搾りであり，小規模世帯ならば残り半年を失業して

∵：’b：いても生活可能な現金が入る。・　・’、－－　．一．’、　　．　，　　　　　　　…

（48）Jinwarの男｛生がJ講の女性と接触することはできないので，専らJinwar汝性が担当した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’i49）家系Aは4gharみ・Bは7gh訂，’C・、Dは各．1世帯からなる（CはBの1世帯と同じ・ghar　lに住
．’ ﾞ力紅世帯どした）5Dは他の成員がすぺて離村し（註39参照），現在では老女一名のみであ、る。

Pariv巨r・gharともほぼ同様なのでgharのみを上げると，単身世帯2，一基礎家族6∴同居者の

い㌦加おうた基礎家族1‘三世代二失婦家族．1，」』世代二夫婦家族鱈同居渚の加わった一世代二夫婦

家族1，二世代三夫婦家族1である。　　　　　　　　　　　　　　　ゴー

（50）Abadi外の西に：二世代三夫婦家族と単身世帯が住む。・　　・』’「　　　・一　　　　　　’

（51）二世代上央婦家族ゴー世代三夫婦て飴r1v証’は2基礎家族）こに同居者の加わつたもの（家系Bと

一、・’ ﾆ系Cの同居）。「　　　か　　・　　　　　一・・…　二∴七し・一　〆’ヒ　　…『ド　西

（52）一世代二夫婦，同居者の加わ6「た甚礎家族，単身世帯各4め他は基礎家族5」。　　　一

’（53）t家系蓋は1930年代に，筑系Bは1900年代には各f世帯だった。1甘薦加工の盛行にまっ｝七，地位が

向上し（Pradhan，1966：P．45），雇用が安定し尭結果∫（Mathu培1969：h260）㍉急速に世帯数

r　lがふえた苫みられ，もともとはやや流動性の高い’」醐、だうたとも考えられるら”　　．　“

（54）売却しようとしているとの噂があった。他にも私的囲い込みで大量の、「共有財産」’が消減したが，

㍗t甑制裁は特に数く」「柑落共同体」の存在を疑わせじめるポP窺つ’・一・　　　1”『’

（55）Chalanも特定の非農業的活動に対応するが，1まtiとはよばない。　Ch旦1an：1の職業には都市的傾向

や・・こ：が強・ぐ」dビイソ’ド農村φムスリム温般1と共通している：（Chattopadhyay，、1ユ970：：餌226）。，都市か

らの移住者で都市的職業を放棄騎ヒ，’どみなされ准こ’ど斧多い。’へ　　　　”：∵　　』

て56＞’・北イシドのT硫の身分的位置はCha1h五r．よりやや高い程慶（Ansar三，1959－60：P．68）と考

えられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　”　　・「㌔．　　　’ド軸・
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（57）油搾りは副業的だった。．T∈li、の副業化はcaste分業の崩壊の結果とされるが・．1900年前肇の粗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

糖生産拡大開始期に油搾り用具を甘蕪搾りに転用し（佐々木，1985：P！20）・みかけ9専業率が上

．が・った（Cohロ，1960：P．247）あと，甘薦加工の専門化によりT∈liの専業率力1下がったのを，・本

来の油搾り業の興廃と誤認レている可能性がある。　　　　　　　　’　　　　．　　　’

（58）基礎家族5，同居者の加わった基礎家族1，二世代二夫婦家族1。

（59）同居者の加わった両親のいない基礎家族，基礎家族，・二世代二夫婦家族・一世代二夫婦家族・二

、世代三夫婦家族各1。粗糖加工がこの．qhalanと関連しているとみなされ，優先的に雇用される

（佐々木，1986：P．20）ので，安定した収入がある。　　　　　　　　　　　　　1－・

（60）牛乳が不足すればJ巨tから購入するが，・J乱の特定世帯との閑係はない6
（61）O．5kgのghεe，0．5kgのsUji（ふすま），1kgの粗塘をにて，1日2kgのha10w且（事かし）を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

つくる．粗利益は54％に達する。．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　r

（62）基礎家族，同居者の加わった二世代二夫婦家族，同居者の加わった一世代三夫婦家族。　．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（63）定着J6giは多操な職業にっ．く・（Sharw孕，．　H．　P．，1971：p．71）。

（64）家屋の焼成レソ≠f化等により職業率は高ξっているが，石工就業率は10％強である（Nath，　Vり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　辱P965：p．745）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　占

　　　　　　　　　醐　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

DAlavi，　HJ972“Kinship　in・．We5t　Punlab　viUage”σo”ケ’う置‘まfoπ3’dπd’σπSoσfo’08ン6PP．

1－27　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

A：1sari，　G．．1959－1960ハ伽51伽C白5’8緬こη如ノP7ロ4ε3海∴45’π4y・匪’σ配”甜毎互ω”’ごσ夢．（E爵’ε「”
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So’‘’み！σ85’8胡　ノb躍肋π｛帽の「」△72’ゐアψo’08ツ　20　PP．　q7－90，「　　　　　　　　　　　　　一　　　　．．
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